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県内の埋蔵文化財に関する 

「令和５年度岐阜県発掘調査報告会」 

を開催します 

 

県文化財保護センターでは、県民の皆様に、埋蔵文化財への理解と「ふるさと岐阜」の

歴史・文化への興味・関心を深めていただくことを目的に、毎年発掘調査報告会を開催し

ています。 

 今年度の報告会は、岐阜県の歴史を語る上で注目すべき発見となった３件の発掘調査成

果の報告と、遺跡から出土した遺物の展示を行います。多くの方のご参加をお待ちしてい

ます。 

 

 

 

１ 日  時  令和５年１０月２１日（土） １３：１５～１５：４５ 

                       （受付１２：４５～） 

 

２ 場 所  岐阜県図書館１階 多目的ホール 

        （岐阜市宇佐４－２－１ ＴＥＬ ０５８－２７５－５１１１） 

 

３ 内 容 近年の県内における発掘調査の事例報告と出土遺物の展示 

        ＜事例報告（詳細は裏面のとおり）＞ 
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４ 定 員 ３００名程度（当日受付・先着順） 

 

５ 参 加 費 無料 

 

 

 

 

令和５年９月１９日（火） 岐阜県発表資料  

担当課  担当係  担当者  電話番号  

文化財保護センター  調査第二係  近藤・柴山  
電話 058-237-8550 

FAX  058-237-8551 

昨年度の遺物展示の様子 



 

６ 事例発表の概要  

遺跡名（所在地） 報告の概要 報告者 

 

事例発表Ⅰ 

上切寺尾古墳群（高山市） 

写真：県文化財保護センター 

平成27・28年度に実施した

発掘調査では、弥生時代後期

から古墳時代初頭に造られた

51基の墳墓を確認することが

できました。墳墓は埋葬部の

周囲に方形や不定形の溝が掘

られ、溝を掘削した排土など

を盛って墳丘が構築されてい

ました。このように墳丘盛土

が残存する墳墓群は岐阜県内

では少なく、貴重な事例とし

て注目されます。 

県文化財保護センター 

調査課 
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事例発表Ⅱ 

県史跡 松倉城跡（高山市） 

 

写真：高山市教育委員会 

松倉城は、標高856.7ｍの松

倉山につくられた戦国時代の

山城です。高山盆地が一望で

きる場所にあり、飛騨を統治

する上で重要な拠点であった

と考えられています。令和元

年度から実施した発掘調査に

より、二ノ丸では２時期とみ

られる建物の礎石や、三ノ丸

では巨石を用いた埋
うずみ

門
もん

など、

城郭の構造を明らかにする新

たな発見がありました。 

 

高山市教育委員会事務局 

文化財課 
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事例発表Ⅲ 

湯ヶ峰山頂遺跡（下呂市） 

 

写真：南山大学上峯篤史氏 

下呂温泉の背後にそびえる

湯
ゆ

ヶ
が

峰
みね

では、火山活動にとも

なって下
げ

呂
ろ

石
いし

とよばれるガラ

ス質の岩石が産出していま

す。下呂石は約38,000年前か

ら石器の材料に使われてい

て、湯ヶ峰には下呂石を採り

に来た人々の痕跡が多数のこ

されています。今回は、湯ヶ

峰で新たに発見した遺跡、令

和４年度に発掘調査した遺跡

からわかってきたことをご紹

介します。 

南山大学 

人文学部人類文化学科 
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